
12

幼稚園に向けて、保育所の子どもと幼稚園の児童との交流、職員同

A B C D士の交流、情報共有や相互理解など幼稚園との積極的な連携を図

っていますか？

11
保育の内容等の評価に関し、保護者及び地域住民等の意見を聞いて

A B C D
いますか？

10 評価の結果を踏まえ、保育の内容等の改善を図っていますか？ A B C D

9 全職員による共通理解をもって、自己評価に取り組んでいますか？ A B C D

8
自己評価にあたって、地域の実情や保育所の実態に即して、適切に

A B C D
評価の観点や項目を設定していますか？

7
園長・副園長・保育士等すべての職員の役割分担と協力体制を整え

A B C D
ていますか？

6
保育課程の編成にあたっては、子どもの生活や発達の連続性に留意

A B C D
し、保育所が創意工夫して保育できるよう、編成しましたか？

D

（保育課程の編成）

5
保育課程が保育の基本方針に基づき、さらに地域の実態や保護者の

A B C D
意向等を考慮して作成されているか？

4

保護者の苦情などに対し、その解決を図るよう努めていますか？ A Ｂ C D

（実際に苦情がない場合、苦情解決体制の整備に努めているか） A B C

3 入所する子ども等の個人情報を適切に取り扱っていますか？ A B C D

2 保護者や地域社会に、当該保育所が行う保育内容を適切に説明していますか？ A B C D

1 子どもの人権を充分に配慮した保育を実施していますか？ A B C D

令和5年度　めぐみ野保育園の自己評価

　○　十分にできている場合は　　　（A)
　○　ほぼ出来ている場合は　　　　（B)
　○　やや不十分である場合は　　 （C)
　○　不十分である場合　　　　　　　（D)　　に○をつけています。

（保育の基本）



D支援に関する地域の関係機関、団体等の連携及び協力を図っていま

すか？

子育て支援に関わる地域の人材の積極的な活用に努めていますか？

26

地域の子育て支援に関する資源を積極的に活用すると共に、子育て

A B C

D
など多様な保育を実施する場合には、保護者の状況に配慮をすると

共に、子どもの福祉が尊重されるよう努めていますか？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☑該当しない

25
地域の関係機関、団体等の積極的な連携及び協力を図ると共に

A B C D

（保護者支援）

24

保育時間の延長、休日、夜間の保育、病児・病後児に対応する保育　

A B C

23
子どもの健康及び安全について、地域の関係機関等と連携を図って

A B C D
いますか？

22
子どもの健康及び安全について保護者と連携を図り、保育所の方針

A B C D
や取組について周知するよう努めていますか？

21
健康や安全に関する取組の方針や具体的な活動の企画案及び保育

A B C D
所内外の連絡調整の業務を担当する専門的職員を配置していますか？

20 子どもの健康及び安全について、全職員で共通理解を図っていますか？ A B C D

19 家庭や地域の諸機関の協力の下に安全指導を行っていますか？ A B C D

18 保育中の事故防止のために、保育所内外の安全点検に努めていますか？ A B C D

17

感染症やその他の疾病の発生予防に努め、その発生や疑いがある場合

A B C Dは、必要に応じて、嘱託医、市町村、保健所等に連絡し、その指示に従う

と共に、保護者や全職員に連絡し、協力を求めていますか？

D
し、適切な対応を図っていますか　　　　　　　 　　 □該当しない

16

保育中に体調不良や傷害が発生した場合には、その子どもの状態に応じ

A B C Dて、保護者に連絡すると共に、適宜、嘱託医等と相談し、適切な処置を行

っていますか？

いますか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　□該当しない

15
虐待が疑われる場合には、速やかに市町村又は児童相談所に通告

A B C

D保護者に連絡すると共に、嘱託医と相談するなど適切な対応を図って

いますか？

14

不適切な養育の兆候が見られる場合には、市長村や関係機関と連携

A B C Dし、要保護児童対策地域協議会で検討するなど適切な対応を図って

（健康・安全管理）

13

子どもに何らかの疾病が疑われる状態や傷害が認められた場合には

A B C



直す機会を設け、子どもの想い、存在を尊重する大切さを話し合い、共有していった。

今後も定期的に話し合う機会を設けていきたい。

（自己評価後の検討結果）

令和４年度は、引き続きコロナ感染症対策を行い、保育を行ってきた。運動会は

中止となったが、夕涼み会は広い場所に変え、おゆうぎ会は2部構成にする等

感染症対策をしっかり行い、開催することができた。

　また、保育指針にもあるように子どもの人権を尊重し、保育することを心掛けていった。

人権擁護のためのセルフチェックリストを活用し、職員一人ひとりが自身の保育を見つめ

33 職員の自己研鑚に対する援助や助言に努めていますか？ A B C D

32
研修の成果を日常の保育に生かし、乳幼児の育ちに反映させていま

A B C D
すか？

（資質向上に向けた姿勢）

29
法令等を厳守し、保育所を取り巻く社会情勢などを踏まえ、施設長と

A B C D
しての専門性等の向上に努めていますか？

31
職員及び保育所の課題を踏まえた保育所内外の研修を体系的計画

A B C D
的に実施していますか？

30
職員が保育所の課題について共通理解を深め、協力して改善に努

A B C D
ることができる体制を作っていますか？

等関係機関等と連携、協力して取組むよう努めていますか？

28
子どもの利益に反しない限りにおいて、保護者や子どものプライバ

A B C

27
地域の子どもをめぐる諸課題に対し、要保護児童対策地域協議会

A B C D

D
シーの保護、知り得た事柄の秘密保持に留意していますか？


